
② 入試区分

③ 出題科目

④ 出題の意図

①大学(薬･香薬以外)・短大

公募推薦Ⅱ期

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ・論理・表現Ⅰ

大問Iを長文、大問IIを会話文とすることで幅広く英語でコミュニ
ケーションをとるための基礎能力があるかどうかを判断したいと
考えた。また大問IIでは、英文を作成するための基礎的な文法力が
備わっているかどうかを判断するため単語を並べ替えて会話文を
作成する問題を設定した。さらに、現在の語彙力を活かしたうえ
で未知の単語やそれらを含んだ英文の意味を文脈から判断する能
力を測るための問題を多く取り入れた。



1徳島文理大学　2026　公募Ⅱ　理・人・保・総・文・短　英

英語コミュニケーションⅠ・論理・表現Ⅰ



2徳島文理大学　2026　公募Ⅱ　理・人・保・総・文・短　英

（AI in education: Is it an opportunity or a challenge? by John Maylam, p.15 

The Japan Times alpha, June 20, 2025. Reproduced with permission of the 

author.）



2 3徳島文理大学　2026　公募Ⅱ　理・人・保・総・文・短　英



4徳島文理大学　2026　公募Ⅱ　理・人・保・総・文・短　英



4 5徳島文理大学　2026　公募Ⅱ　理・人・保・総・文・短　英



6徳島文理大学　2026　公募Ⅱ　理・人・保・総・文・短　英



6 7徳島文理大学　2026　公募Ⅱ　理・人・保・総・文・短　英



8徳島文理大学　2026　公募Ⅱ　理・人・保・総・文・短　英



8 9徳島文理大学　2026　公募Ⅱ　理・人・保・総・文・短　英



1徳島文理大学　2026　公募Ⅱ　理・人・保・総・文・短　英

英語コミュニケーションⅠ・論理・表現Ⅰ	 推薦Ⅱ期

Ⅰ
1　　エ

2　　イ

3　　エ

4　　ア

5　　helping

6 　　イ

7　　イ

8　　エ

9　　kids

10　　エ

11　　そのエッセイが人工知能によって書かれたものかどうか，彼らはどうやって見分けることができるのか。

12　　イ

13　　エ

14　　ア　オ

15　　This ( could mean teaching students how to use AI ) fairly

16　　ウ

17　　エ

18　　⒜　ウ ⒝　イ ⒞ ウ

19　　⒟　イ ⒠　イ

Ⅱ
1　　( Where in Japan are you going ), Jack?

2 　　ア　

3　　ウ　

4　　once

5 　　ア　

6　　イ

7　　Iʼve been there twice

8 　　イ

9　　ウ

10　　ア：× イ：× ウ：○ エ：○ オ：×


